








令和２年 3 月 25 日（令和 2 年 5 月 25 日変更）付けで政府が発出した「新型コロナウイ
ルス感染症対策の基本的対処方針」、「令和 2 年度における教育実習の実施期間の弾力化に
ついて（通知）」（文部科学省 令和２年 5 月１日）及び「新型コロナウイルス感染症拡大防
止のための留意点について」（久留米大学長，令和 2 年 5 月 18 日）、「新型コロナウイルス
感染症（COVIT-19）の対応における災害レベルⅠへの引き上げについて」（久留米大学
COVIT-19 感染対策等本部、令和 2 年 7 月 20 日）、「新型コロナウイルス感染拡大防止徹底
のお願い」（久留米大学長、令和 2年 8月 3日）等を踏まえて、厳しい状況の中、今年度も
教育実習を学生に履修させることができました。 
まずもって、教育実習生をお引き受けいただいた幼稚園、小学校、中学校、高等学校の園
長・校長先生をはじめ諸先生方に厚く御礼申し上げます。 
 
久留米大学教職課程運営委員会は、年度当初の４月、教育実習を履修する学生に、「教育
実習にむけた取り組みについて」を通知し、また介護等体験の学生に対しては、事前指導（7 月）
の時に注意事項を直接伝えましたが、8 月に入っても感染症はその終息の兆しが見られず、より徹
底した感染症拡大防止を図ることにしました。久留米大学保健管理センターと相談して、「新型コロ
ナウイルス感染症に関わる教育実習および介護等体験における対応について」を作成し、学生に
配布しました。実習 2 週間前から実習開始までの期間中、実習中、実習後において注意するべき
こと、執るべき行動についてより詳しく学生に伝えました。 
 
 本年度、幼稚園・小学校・中学校・高等学校で教育実習を受けた学生は延べ190名あま
りでした。この内、今年は教育実習生を受け入れることが難しいとのご返事をいただいた
学校や、実習時間短縮のご相談をいただいた学校がありましたが、厳しい状況であるにも
かかわらず、幼稚園・学校のご理解とご協力のもと教育実習を実施することができまし
た。 
 教育実習や介護等体験の実施につきましては、文部科学省より適宜通知がなされたこと
により、大学と実習校との間でよく意思疎通することができました。 
 
 教育実習をお引き受けいただいた幼稚園や学校の先生方、実習生を指導したり、相談に
対応した久留米大学教職員の皆様、保健管理センターの皆様のご協力で本年度の教育実習
を終えつつあります。心より感謝申し上げます。（令和3年１月29日） 
